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環境省の取組

環境省水・大気環境局水環境課長

川﨑 正彦

やすらぎの水環境再生に向けて～水環境行政50年シンポジウム
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現在現在現在現在のののの水環境水環境水環境水環境のののの状況等状況等状況等状況等

生活環境の保全に関する環境基準達成率

水質汚濁に係る環境基準
•昭和46年以降、逐次追加設定
•現在計36項目

排水基準
総量規制
湖沼対策
地下汚染対策
生活排水対策 等々

人の健康の保護に関する環境基準超過率

�有害物質に係る環境基準について
はほとんどの地点で達成。

�COD、BOD等については、特に閉鎖
性の水域において環境基準達成率が
低い。

BOD又はCOD

砒素、鉛基準強化
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効果的効果的効果的効果的なななな水環境保全対策水環境保全対策水環境保全対策水環境保全対策のののの促進促進促進促進

今年度中に以下の手引き等の策定に向けて作業中
■■■■「「「「公共用水域測定計画策定公共用水域測定計画策定公共用水域測定計画策定公共用水域測定計画策定のののの手引手引手引手引きききき（（（（仮称仮称仮称仮称）」）」）」）」

•測定地点等の効率化・重点化の考え方

■■■■「「「「水質汚濁防止法水質汚濁防止法水質汚濁防止法水質汚濁防止法にににに基基基基づくづくづくづく常時監視常時監視常時監視常時監視のののの環境測定環境測定環境測定環境測定
をををを外部外部外部外部にににに委託委託委託委託するするするする場合場合場合場合のののの信頼性信頼性信頼性信頼性のののの確保確保確保確保にににに関関関関するするするする指指指指
針針針針（（（（仮称仮称仮称仮称））））

今年度中に以下の手引き等の策定に向けて作業中
■■■■「「「「公共用水域測定計画策定公共用水域測定計画策定公共用水域測定計画策定公共用水域測定計画策定のののの手引手引手引手引きききき（（（（仮称仮称仮称仮称）」）」）」）」

•測定地点等の効率化・重点化の考え方

■■■■「「「「水質汚濁防止法水質汚濁防止法水質汚濁防止法水質汚濁防止法にににに基基基基づくづくづくづく常時監視常時監視常時監視常時監視のののの環境測定環境測定環境測定環境測定
をををを外部外部外部外部にににに委託委託委託委託するするするする場合場合場合場合のののの信頼性信頼性信頼性信頼性のののの確保確保確保確保にににに関関関関するするするする指指指指
針針針針（（（（仮称仮称仮称仮称））））

■■■■事業者事業者事業者事業者におけるにおけるにおけるにおける取組取組取組取組のののの促進促進促進促進
•公害防止管理体制整備の促進

•排出測定データの未記録・改ざんに対する罰

則の創設の検討

•事業者の自主的な法令違反申告や情報開示

等の取組を促進する仕組みの検討

•技術的観点からの取組の促進

■■■■地方自治体地方自治体地方自治体地方自治体におけるにおけるにおけるにおける取組取組取組取組のののの促進促進促進促進
•立入検査等の効果的な実施促進

•国及び自治体間の公害防止業務に関する情報、

ノウハウの共有促進

■■■■横断的横断的横断的横断的なななな方策方策方策方策
•排出基準、測定方法、運用等の明確化と浸透

促進

•排出測定データの公表・開示等の促進

•事業者や地方自治体の公害防止担当者の教

育・研修の機会拡充

•継続的な公害防止管理の実態把握による制

度・運用の改善

■■■■事業者事業者事業者事業者におけるにおけるにおけるにおける取組取組取組取組のののの促進促進促進促進
•公害防止管理体制整備の促進

•排出測定データの未記録・改ざんに対する罰

則の創設の検討

•事業者の自主的な法令違反申告や情報開示

等の取組を促進する仕組みの検討

•技術的観点からの取組の促進

■■■■地方自治体地方自治体地方自治体地方自治体におけるにおけるにおけるにおける取組取組取組取組のののの促進促進促進促進
•立入検査等の効果的な実施促進

•国及び自治体間の公害防止業務に関する情報、

ノウハウの共有促進

■■■■横断的横断的横断的横断的なななな方策方策方策方策
•排出基準、測定方法、運用等の明確化と浸透

促進

•排出測定データの公表・開示等の促進

•事業者や地方自治体の公害防止担当者の教

育・研修の機会拡充

•継続的な公害防止管理の実態把握による制

度・運用の改善

■■■■環境目標環境目標環境目標環境目標についてのについてのについてのについての検討検討検討検討
•今一度、それぞれの利水用途において担保す

べき水環境の在り方の整理。

•水質の状況をより的確に評価できる指標・項目

の検討。

•閉鎖性海域が目指すべき水環境の指標として
「底層の溶存酸素（DO）」「透明度」について目標

値を検討中。

■■■■環境目標環境目標環境目標環境目標についてのについてのについてのについての検討検討検討検討
•今一度、それぞれの利水用途において担保す

べき水環境の在り方の整理。

•水質の状況をより的確に評価できる指標・項目

の検討。

•閉鎖性海域が目指すべき水環境の指標として
「底層の溶存酸素（DO）」「透明度」について目標

値を検討中。

○一部の大企業における排出基準超過やデータ改
ざんなどの不適正事案の発生
○環境問題の多様化、公害防止エキスパートの退
職等を背景とした、事業者及び地方自治体におけ
る公害防止管理業務の構造的変化

○平成17年度から三位一体改革により税源移譲され、

地方公共団体が行う常時監視への国庫補助金廃止。
○地方公共団体の財政状況が厳しく、常時監視の予
算が削減され、監視体制の脆弱化のおそれ。

○COD等の生活環境項目については、環境基準達成

状況のみでは水環境の保全状況が国民にとって実感
しにくいとの指摘。
○水環境の目標の在り方が審議会等での重要な課題。
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諸外国の制度調査、国内適用上の問題
点について検討調査

バイオアッセイ等を用いた公共用水域
や排水の環境影響評価手法の検討

WET手法を用いた水質管理手法のモ
デル的試行とガイドライン作成

WET手法を用いた新たな排水規制や
水環境管理手法のあり方の検討

化学物質の複合影響等複雑な
リスクへの迅速な対応

WETWETWETWET手法手法手法手法をををを活用活用活用活用したしたしたした新新新新たなたなたなたな水質管理手法水質管理手法水質管理手法水質管理手法のののの検討検討検討検討
Whole Effluent Toxicity(WET)手法の活用

○事業所からの排水には、基準項目に設定されている物質の他にも多様な化学物質が含ま
れ、それらの影響は未知な部分が多い。
○水質汚濁による人や水生生物への悪影響を未然かつ迅速に防止する手法が必要。
○海外においても排水全体の毒性をとらえて規制するWET手法の導入事例がある。

排水中に含まれる多様な化学物質の総合的
な影響を評価し、適切に管理する必要

個別の化学物質対策

WET手法による多様な化学物質対

策

リスクが明確な化学物質への
確実な対応

＜＜＜＜イメージイメージイメージイメージ＞＞＞＞
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水環境保全水環境保全水環境保全水環境保全のののの意識意識意識意識をををを高高高高めるためのめるためのめるためのめるための施策施策施策施策

快水浴場百選
名水百選

こどもホタレンジャー
水生生物調査

環境省環境省環境省環境省

地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける水環境保全活動水環境保全活動水環境保全活動水環境保全活動のののの支援支援支援支援
地域の健全な水循環の確保

に向けた促進調査

地域の健全な水循環の確保
に向けた促進調査

地下浸透・涵養機能低下
都市水害
水により育まれてきた文化
の喪失

親水性の低下
生態系への悪影響
水生生物の減少

環境基準未達成
有害物質の検出
河川流量の減少
渇水・湧水の枯渇

地盤沈下
土壌・地下水汚染

水環境水環境水環境水環境・・・・水循環水循環水循環水循環におけるにおけるにおけるにおける課題課題課題課題
都市のシンボルであ
り、憩いの場として
重要な都市域の水辺
空間の水質・景観の
悪化、異臭発生

おおおお濠等都市域濠等都市域濠等都市域濠等都市域のののの水辺水辺水辺水辺のののの再生実態再生実態再生実態再生実態のののの把握把握把握把握

地方公共団体等地方公共団体等地方公共団体等地方公共団体等をををを通通通通じたじたじたじた水質改善水質改善水質改善水質改善のののの実施実施実施実施

やすらぎの水環境再生事業費やすらぎの水環境再生事業費

◆◆◆◆地域地域地域地域ののののシンボルシンボルシンボルシンボル及及及及びびびび憩憩憩憩いのいのいのいの場場場場であるであるであるである
都市域都市域都市域都市域のおのおのおのお濠等濠等濠等濠等のののの水環境水環境水環境水環境のののの再生再生再生再生
◆◆◆◆注目度注目度注目度注目度のののの高高高高いいいい水辺水辺水辺水辺のののの水質改善水質改善水質改善水質改善によるによるによるによる
水質保全意識水質保全意識水質保全意識水質保全意識のののの高揚高揚高揚高揚

モデルモデルモデルモデル水域水域水域水域でのでのでのでの水循環計画水循環計画水循環計画水循環計画のののの検討検討検討検討

流域毎流域毎流域毎流域毎のののの環境保全上健全環境保全上健全環境保全上健全環境保全上健全なななな水循環水循環水循環水循環
計画計画計画計画をををを事例集事例集事例集事例集としてとりまとめとしてとりまとめとしてとりまとめとしてとりまとめ

○水環境再生調査
○都市域の水辺再生ガイドライン作成

＜参加者＞
地方環境事務所、地方支分部局、
地方公共団体、流域住民、ＮＰＯ等
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アジアアジアアジアアジア水環境水環境水環境水環境パートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップ

第第第第１１１１期期期期 情報共有情報共有情報共有情報共有とととと人材育成人材育成人材育成人材育成アジアアジアアジアアジア水環境水環境水環境水環境パートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップ事業事業事業事業をををを展開展開展開展開

アジアアジアアジアアジア各国各国各国各国アジアモンスーンアジアモンスーンアジアモンスーンアジアモンスーン地域地域地域地域１１１１１１１１ヶヶヶヶ国国国国
（（（（日本日本日本日本、、、、カンボジアカンボジアカンボジアカンボジア、、、、中国中国中国中国、、、、インドネシアインドネシアインドネシアインドネシア、、、、韓国韓国韓国韓国、、、、ラオスラオスラオスラオス、、、、
マレーシアマレーシアマレーシアマレーシア、、、、ミャンマーミャンマーミャンマーミャンマー、、、、フィリピンフィリピンフィリピンフィリピン、、、、タイタイタイタイ、、、、ベトナムベトナムベトナムベトナム））））

アジアアジアアジアアジア各国各国各国各国のののの水問題解決水問題解決水問題解決水問題解決にににに向向向向けたけたけたけた自自自自
助努力助努力助努力助努力をををを支援支援支援支援するためのするためのするためのするための取取取取りりりり組組組組みがみがみがみが
必要必要必要必要

ＷａｔｅｒＷａｔｅｒＷａｔｅｒＷａｔｅｒ ＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ ＰａｒｔｎｅｒｓｈｉｐＰａｒｔｎｅｒｓｈｉｐＰａｒｔｎｅｒｓｈｉｐＰａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ ｉｎｉｎｉｎｉｎ ＡｓｉａＡｓｉａＡｓｉａＡｓｉａ

アジアアジアアジアアジアのののの水環境問題水環境問題水環境問題水環境問題のののの深刻化深刻化深刻化深刻化
単独単独単独単独ではではではでは水問題解決水問題解決水問題解決水問題解決のののの対応対応対応対応がががが困難困難困難困難

関係各国が水環境に関する政策、技術等の
情報共有できるデータベース構築、パート
ナーシップのもと先進的な事例を相互に学
べる国際フォーラムを実施

国際国際国際国際フォーラムフォーラムフォーラムフォーラムのののの開催開催開催開催 データベースデータベースデータベースデータベース構築構築構築構築
（ＨＰ（ＨＰ（ＨＰ（ＨＰでででで公開公開公開公開））））

第第第第２２２２期期期期 政策立案者政策立案者政策立案者政策立案者のののの支援支援支援支援

政策立案担当者の能力向上を支援するとと
もに、政策対話を通じて水環境問題解決に
向けた政策展開へ導く

情報共有情報共有情報共有情報共有・・・・人材育成人材育成人材育成人材育成

水関係水関係水関係水関係ステークスホルダーステークスホルダーステークスホルダーステークスホルダー
ののののネットワークネットワークネットワークネットワーク構築構築構築構築

政策立案担当政策立案担当政策立案担当政策立案担当のののの支援支援支援支援

各国各国各国各国でのでのでのでの水環境政策水環境政策水環境政策水環境政策へのへのへのへの展開展開展開展開

政策対話政策対話政策対話政策対話

環境省環境省環境省環境省

○中国では、水質汚濁問題が喫緊の課題。
○平成１９年４月の日中環境保護共同声明においては、第一項目に水質汚濁防止
について協力を実施することが謳われている。
○これを受け、平成２０年５月に日中両環境大臣間において「農村地域等におけ
る分散型排水処理モデル事業協力実施に関する覚書」を締結。

排水処理施設

放流

（地域に適応した分散型排水処理施設例）

回転円板処理法 散水ろ床処理法 階段式水路処理法礫間接触酸化法

分散型排水処理モデル事業を実施

江蘇省
(長江下流域)

重慶市
(長江上流域)

本年度は重慶市、江蘇省の２箇所を選定

・処理施設の建設（集落単位）
・評価と効果分析、管理指針等の研究

日中水環境日中水環境日中水環境日中水環境パートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップ


